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師

上よ 医 面 ）に に 正 。

半る

別

入平海別則

り北）規

立第記

校成道記

願
等９業号２

書年農１第

学式様

を月大様号

北
道管よに

海日校に式

農）規こる

立月理るよ

康養業る康

業か則とこ

北課た知、

な成しとで

道を若が海

海程者事北

の業くめ立

内卒し認道

家、平者業

農後はた農

北成大
学 農海

学

法内３養

業道年校

月校年け

二教３る

十育月学

六法に習

日卒成
込評

和見概

昭業績

年みが

火

律者段 法の

曜

以 第階

手

、 を
チら

メ
は
ト、 り
ー日

付
上まび た
以）及 け
ル金

定で

セ 形
ン消

チ印 縦
メ有

と

身がこ

ト） ン
ー効 セ

した

影し）

撮行。

を発
指

で の

の も
たも

定 縦

の

大ら。と

ン紙

セ用

昭）。 学
校日和）

長

火年

で道

下ま海

以）北

校規

」印第

長消則

と有

人で月成

う）。

い効号

業を

成農卒程

構就に課

含こ込業

をる見卒

員す

者北

。がの、

むとみ後

弟なは道

子実又海

）確
女ら就

子れで

・者こ内

日上

等
高

る
め

定
に者 ）の 号

通 メ
ル１ チ

う
い

を
校

学

ト）
満 ー
未

北

平 海

成 道 業セ

告 振入なン

年 ）示

度 郵お 興校チ

第

北 便、 部願メ
郵 農書ー

海 番

１１２１１ チに

務等ト

る

部部部葉部部 メよ

１

９
トこ

ー
選学資問

エそ

選の料は免
い 合考生格

発わ 須択及す許 格合 必
部

。以１１
科科びべ等

に
）下部

提規
試試

一

アイウエアイウ
験 験格験 般 試試試合試

でと農

科発科 入 験験験

８

海以意

北等る

、同す

７

長る推

受入な選校す
知

票 を願、は。

験 続校お

た等の次 の し書６、薦

に 交入

ウ
同

下
以

。

者を便 学校

等の入

高薦
そ推

道 号号

又用、立

で 課のル
請

は紙横農
業 －求
す 農の
業請セ大 る

改求ン学

、メ研 北合 良はチ校

場

部 道、 及北ー修 海は 普

て ン道ル門 中あ セ海ト

研 郡先 タ立のの 川

目表他授ての
せ

を ー農

北 料に得
、 業寮取
は 目

、宿要海 作数平は寄に

徴すす道 文学成

立 及

しも経農 び又年収るる

面は

と、大 接農月なの費業

い 業
礎、材校

基日。し教学

の木食費

平北

日地目表校日地目

成海文成成海

平北作平

道 道及

川

年中び年年中

川面

１本

月郡接月月郡

４本
町町

日別日日別

木木木

理ウり

と付受の考よ校

予

、た該校

てしに入

し

はる者

般きす定

一と当

考

試受合選

校、場の

入

を、行

を票はを

験験に

調出

校他の
験試再い

受

最し

はを

又続

書手

査願

績出

成、

校は

学者

終た

生 別明 に業４修 本

証願

し う学用を 町記 行大判

にがの 仙て こ校紙次 西
。行入と 美、 と
うるお 里

円 こ封り

。を集 地の
と筒募 番分

を 、

封る ）手
同す １切

う）費、電

る は 最

す。

会号

いは生番

ち等学話

れ額費

ず年
等 か
１万は

度人
４ 目程個

－ 科円、
と負
－

す担

）北））北

。す
番 ると

業業

農農

立立

道道

海海

及及

））

校校

学学

大大

す験度、

海海

北北

びび

験結

この受の

る日、そ

で日をを

が々票果

と前
者す

るで願表

きま志発

付と

願送と

志にる

。に

に

明時

送るに

にすも

者

と
こ
る
出

し
申

書

一に

八よ

六

と 付 り

こ り 寄

般
一
、

り

縦 庁

た 支

。 け の
農

線 。
内 る

市市

幌幌

札札

道道

は
又 に

。者

る願

す志

付。、

手
願

出
の

校
入

通



平
成
十
三 実花実畑施経年 験 習卉作設済六

北 海

分目目

科科

礎門

区基専
壌論物

哲環生土学境植

学境涯

道 公 報

５

科 修海殖 門 北拓 区専 研

験 農北

内立学 分目 道大

大道 業学 容業海 農

第

３４

的農識農

募研次践知

実

技・

集修のな業、業

代

人目業修国術農

農研の

び行化び地

及を際及村

農う、能域

員標

号

集業

成
平募修

１２
科限

月
６学年

年

園物園） 日

月 機 蔬芸栽芸二

械 菜各培学総十

化 園論学合六

研 芸概畜講日

概卉環

修 学花論産座

芸作論業

農 論園畑境農

蔬実物技

産

火

培政） 工 菜習栽農術

加

園曜

組
各リ論 修

芸グ各学 研

ポ境苗農織 科科ス環種

養

済概ー学生業培

経学
基植学記実

学論ツ産簿

語演生農

基英礎物学験
年物

化コ習産産１作

礎

ミ護

ュ市ゼ保

学ミ学物

礎ケ礎論ナ学

基ニ基場

物シ学作ル農

生ー農ー

に大

校期 記 学科短 簿習
析 るお 分 けに 営 お学 経

計
営修 経研

修る 論 研け

術のリ

村。技力の

論
画

るを
う高得ダ

人。担の修ー

）

等ふ

ちれ化に

う優度ー

入作対わ

薦稲にさ

推た

た指

に業しい

校農応し

作年
稲２

る継近導 よ後

ス
ー

コ
攻

専
営

経

日

業経 稲 ン農料 水 論ー食
報学 培 菜ー情済 栽 蔬ツ

ム理総 概

芸ズ処 学

園リ
水
論習講

習概演合 論

実
卉作農 稲

花座

芸栄環業 培

園物村農 栽

ン験実２機

学ョ実物業

験年械

計英場委ミ

子農ゼ学

電

習実ーラ

算語実託ナフ

入ミ習ルワ

機コ
門ュ学ー

ケ）家物レ

ニ内農植ア

シ農織ジ

会ー）組ン

社

技
作
稲

論
術

技
作

稲

目福

的の 募者代力

目演
論
術

員成農成 人養な養 集の

を 全的営 、目経 はを業

、の お

てう の

し行 体と

北

目要 ね

の必 む

次に お

学養境経 技

堀
事
知
道
海

論断論備・

概診整営 術

一
アイ

出 高返以も般 ルの受提

）期書 入 信 等上の付

養ン

祉ョ業農培メ

用 学

営環論ト

概ン経業

論

身受卒高写×健。

ルと

学３
康 真 上験業等横）

７

体
習

調票見

出志すアイ

出

志願者こ受提

意願る推

、。校 付出 をはと入 薦

な ７

す次願 期書 入 有手

すにの

下度 と

の高 割

標

の心

じ経一上

イウアイ

専等学身 般 。高心営高

を学と攻学力と

）等身

也
達

平校もコ校をも 入

６

等 す 薦 募の高

推次

応ア
て 入学 資べ

校間類 封 校
のン
筒 長セ

て 薦メ成

あ 推チ平

先 書ー
をト年

記 定未月

明 指ル９

し の満

紙横
、 用、日
金 に

診
断 出 書込校セ
書 願 指み調ン
前 別定証査チ

用書ー
出 ３ 記の明書メ

にル前 月 ２紙ト願 か 第
式るか 内 様よ）１ 以 号

内 帽 よと以 無 にこ月 に

間類書

面 こ）に 正 る。

者よ

る続に校

１

校成第

入平記

り別

願

に

を月式

等９様

書年号

北
道る

海日よ

ににー校を有に

立月こ

お健ス卒す健

成

しとで

年け康を業る康

学北了た知、

３るな修

が作

に習海後者事稲

月

内北し認経

卒成道、若

専

見概の海くめ営

業績

内平者攻

込評農道はた

で成とコ

みが家

の

すー 者段農稲

格校の
校

法 当
育 該

教 に
校 件

学 要
す

で
和 者

昭 る

よセ） 円 律 高法 身年 出

を
こチら 手

るンか 切
とメ

）ト り
。ー日 は

以） け
ル金 付

一 上ま た

八 で 定

七 セ 形
ン消

チ印 縦

）が

半 。師

上 と医

メ有

も

した

影し

撮行

を発

身

指
で の

の も
た

定 縦

の

大ら）

業か。

農）と

学
長

校日
火

で

下ま

以）

校

作年るス

と有

」印

長消

月修

以法農３。を

階家

卒後

の構にに了

上人業
す見北

員農業、

者成就

内

むこみ道

含る込海

を
確又稲

）が者で

。との

等

・なこ農

弟実は作

子

学第
校

すめ 薦定 推に が） 長号
る校

す学
と等

者高
るる

。を

１ル１ チ
ト） ン

ー効 セ
ト）

満 ー
部未通 メ

１１２１ チに

ン紙

セ用

部部部部葉部 メよ

１１ 。１

う）

い効

トこ

ーる

らに

子者れ業

提
に
）部

稲等す

、同農

でと就

女

同
下

以
。
う

い

作以る



北

平 海

成 道 号又セ

告 は入なン

年 示 地校チ お

度 第

北

、 －域願メ

農書ー 郵

海 業等ト 便

道 号

請 北良用、立

で 改のル

北 海

選問

イウエそ

必選の料合

試試合考い
せ 科発 験須択及わ 験格

目目目表他授は

科科び
業、

地

道 公 報

る推一

すアイウエア

知

験格 薦般 。試試試合試

表校日

科発 入入 験験験

校日地目

第

お長

ウ受入な選校

８９

票 そ推を願、は

験 続校

た等の次 の 薦し書７、
に 交

の入
のと付受の考よ

校者を

出し理ウり

他

号

平
成推卒高
十薦業等
三入見学
年校込校
六

業

求 海普紙横農

のみ調

す 道及の
ン求ン学

る 中セ請セ大

メ研

合 郡タはチ校

場 川

、 別に北ー究

は 本ー、
う道ル程

あ 町行海ト課
学

先 仙こ立のの

て 西
。業４生

を 里と農
明

平は海
料北

記 番大判を

立

海文学成、道

北作数

徴 道及

し業

中び又月収農

川面は

い学

郡接農月な大

本業

町礎

別基日。校

の木電

作平平
海ち番

北う）話

成海文成成

平北
道及

年中び年年

川面

１

月郡接月月

４本
町

日別日日

木木木

願てしの入

海
）北））

続般と合予

手一た場校

し校はは者

を入きに定

者験受再選

た試、、の

、受票、を

はを験度考

願す試験い

出験を受行

にこ日をそ

時る験票、

月提証査

二出明書

十書書又

六類又は

日

卒終

のは最
証校

、業学

、明成

火書績

、証

曜明

校紙の

し 地学用次

、書

行入お

、 ）にがと

て １
、
最うるり

りと筒集 分

寄こ封募 円
手

支同る 切

の。をす の
り

業る は

農す を

庁封。

立ず

道い号
興と 付

振こ

農れ

業か

校目－

学科４

大１－

）
及
び

道
海線

北内

及
）
校
学

大
業

農
立

道

札

申との志の

札
道
海
北
び

出で々者果

しが前願結

こるま送発

るき日にを
る

ににすす

と。で付表

、者と

り願。と

よ志る

志

入付、

般送に

一にも

校す

日

び
及

務縦

農た

部。 け

課
す受平提

出アイウエ

提

業終 付出 る成入身卒最

校上 こ

込校 期書 と年願調見学

書査 。

６
番
便

市郵

幌）

財、）上願

る科修出志

学 校規団を記願者

学正

掲手、

校 教の法卒には

程農しげ次

法 育課人業

５
市
幌

法

意
のを農規る

応次志に限

業 主域募い有定。

自地

るるを

者 的リずすす）

ダか者施卒

研 なー資れ

通

願に

出。者

のる願
課

２３４
手

得

修募教本りを修

よ村

集育養度んロ

校高けプ

目課経すェ

成な引ジ

業

成
平募

１

程営るク

年人

集

月
６学

年

間月類書証成

別明績

第則又明

日記規書証
業

）号記卒

月１別は書

の号明

ら式２証

か様第

日よに

３に式

月２様書

るよ

八 を民たる続に

人
又とり

紘 昭修教者者よ

て協は同入

学 和め育
園
成以願

北 年卒会平等校

上書

海 法業鯉
道 律し渕

３学を 農 第た学年の等

者園業
にを海 専 号又、月力北

に平団卒有道 門 ）は社

業

修

校 定成法業す立 学

すでし

教 題ー格にと設

決し当る、た

育 解と該

等又

設 にてす。高者

施

よのる

質で校平

農 る資者学は

改 家の心を成

業 自

良 経向身卒

のもし３

助 営上と業年

善健者に

法 改にた月

長

理材学

限員標卒管人ト

等力育、

者能の習

業

２

対技を践

年人をや成実
。等

にをう習

象術行実

けじ

校つ通

本にを

、身

科

成、て

養

こる

科
究

研
営
経
業

農

日

で）。

ま。と

）とこ

月

）

人見る農

）
効

有
印
消

め

知大 攻 る年日込と業 専

月国の事学 科 短３本み

校 は 大に民者が校 又 期
又業等め長 帯 学卒高認

は見学た 広

み協下 産

大込校者以 畜

にの会大

学

科

い本長 別

お者日校 学

て農」

学見

和 で入業

昭 康を卒

、

との

法 究格み

年 研資込

卒る 第 程す者

律 課
業修

北限 第

、年 ）

後業 号

海２

環

程域営

課地経

道年 条

ダ変

習ーの

でリ境

等の
技し対

たとに

しー化

得

る

をこ得

等、し

術て応

海
北

らか経

され

一道

八知

八

部部部部

１１１１

堀
事

、業と
。 畜

業践う 地

農実い 草

す本専に

関園） 産

に学 第

就の 項

で上 １

内以 第 ら営

る号に

すの ５

農も 進業能

歩農理

一の管

に

也
達

、農の

め、力



記
別

北 第

海

セ

１ ン

平 道 号 チ

成 立 様 メ

十 農 式 ー

三 ト業

年 ル大

六 、学

北 海

選学資問）振入な

番業
部願

いお 考生格郵興校

許番農書

合、 料は免便

びに等号務等

わ郵 及寮

はで 授寄の課の

せ便

又用請 業宿取

道 公 報

８９

る試試試合

選校すそ

知
次験験 、の 験格 は。

長
考よ日地目表他

に科発

り

第

７

原そ校校

キクケ本受入

成書 票 受研稿返養願
験

紙用課等 の の 験修用信

画４封程を 交

票計

業理
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保 を行し規約 模履結、

む 見地る入知
ほしな模

債合保が 。 積方場札事

保め の っそは証定 ） も
たの、

契他入険た

保約格 の
約知札契資 分

有 に
額が証をを ５

金事
確金締

全しる 当
消実の結す 相

で る
税認部、者 す
費と

目は

丁日合

及め又当

道午）

海着

北）必
月、

土時

幌１

札後

木

業は

央現合
企
所

業
現分

３郵

南所、

区
議号

西会番

条階便

丁室

一目

九－

六

す 業

こす該にたく 企

北

行事きる 体

とる履工と

約 、

た保履。契 で

。。

証
、

し保保そを

だ証行

を 同もこ除金 ぼたいを

付 くでとて納 じのとい

、 るるるのし すあなこ

一入過 以
びるは該、 額

２ の
方保部札去 上

地担

費提納証年 入
消をの保 部
務

総
画

税札供付保間 中
市

幌
札

道
海

事
工



相者員る契

イア

平 当落でのこ約名

成 す札あ一とに

十 る者る部。関

三 金とかにす

年 額なを免る

六 をっ申税事

北 海

海開に入る捨税

北号ア

た業

札 道掲札落額て事

額加金者

の札 議げ金を

の入等算額で

時決 会る
おに 議札にし）あ

に定
当 決及係たをる

道 公 報

政範契要そ議

第の
。内のの

約 号 令囲こ会

で契議 書 第
以
最約決 作

の成 低はを 条の 下

の 財の、要

価地す

第

８９

無入落

公説 ）札 方札交交 号 地
共明者 第

書の 付付

場方 の交 第決 体の 条 団

付 １定

号

回らが工

数あれ種
同

７
と調

上じいの

以かな事

た明めに

わ証認達

にめ

月 入たし事務

二 札者出業を称

十 書はる者担

六 に、こが当

日

。るる海

記落といす北
織札

す決たと組道

載札
こ後しはの幌

る定だき

火

落共称木

と速、、名土

。や

曜

に者企び業

か札同及現

免

てた をびる金もか

い

費て税

、っ 得こ消額っ

２て たの

札業

には と公税当落事

の金価者

規、 き告等該

本定取額格で

定入 はに
る書 契め扱にとあ

す札

るか

資に 約るい１する

締札未のを

格記 を入円

わ

有さ 結に満で問

を載

しれ す関の、

自事 １規格方る 要 第務
に」も治件 項則を否他

いてさ 規とっ法と

。札和て すう入昭れ 定

い る）
効法の 合第有年る 場

な律で を

落 き第
入第、 除条
札

関所法法 第 品に方 項 物
の はる 号 又す ５ 等
定項海海の 規 特事北北

務札札所 に 役道道場 定
調市土交 り の幌幌で よ

工央現す 達種中木付 同

っしら関
続事区業る 手

と事

締場るる

てたれす

そ
、、。

しでき項

結合
業
れ企

こ同
、共

つの
か

を体
ら

日

費共体在企

消が業所所
務

等企費総

税同消地画

の免工

課体等部

の業税

約

業合事契

事場税事

税
あっ申

であ者課

者で業

す端入ず

か、書

るて出

い金 。る数札、

なた る

件あ参積

者額 条がに見
すっ し当 にる加も

のに

入金 反きるた た該 違と

た、は約 札額 しは者契

入そ、金 、の

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

北項
に号札 、１

無金等

道規
る第を 海の

限）者
決 。

し第し 務に
）条定 財定

者項場 則り
た１た 規よ

をの合 定
札定仮 和た
落規は 昭め
予者に契

すりを 北価
とよ約 年定

企 のの南所。

をを西総 例達条画 特調

務

る予目工 める丁部 定す

課 有約 令の契 政定事

て該
べ当

すが

７
成

平無

行行
履履
にを

実約
誠契

あと
でこ
者い
たな
しし

構出

税の提

免そを

ると

に に分 第

事
工

業成す

事

効額
相の とを係

条当 す切る

協１

。
各るすり課に

調工

のおの平入

次な定

達
札 と、適成

おこ用
受６す 付

りのを年を に

海格

一札け月る事

、入

規制
。北結 道の
る、締

則限道、
海し

海
北

道 ．．

札
幌
土
木
現

第
令

政
年

．

日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

、そ
をお
とる
こな

上

要
概

続
手
の

所約
契

イ

事部場部

工橋工幅上工

員造作設

工延構製架

）
工

２工工

事長長

７箱箱

特
す

区

る 般にる

名

争る役 事

競係。日定

は名

札達の

入調項務
及

以、称道
道 下

び岩

」月

沢 札４量
見 入年数

石
狩 と

業
所
告
示
第
７
号

日び執札

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等

電す
用

使

地て
い
お
に 在

番道番言

便海話る

郵北
幌及

号札号語
び 市

＝＝＝径桁桁

－中－通

間））

連 ＋続
鋼
斜
張
橋

一
九
七

岩 うマ海

線 い日北

））

シ幌沢 ）ケ札見 。ラ道

架 施で木橋 実ュ土大 を
。さ所

る成業換 す作現

府場

政西工

た部 れ長上

が
有
り
得
る
。

貨 央
区－ 南

内 西
条

線 丁
目

関・

に忠工

達作

調股製

る設

す克架



特
工建

特特及構各特本定

成建事設

定定び成構定

員

設設のの員設の工

建建
工工要数の工入事

北 海

イ

建任現本連定

比専関特

おが設で場工が建

な率
業配代事あ設 、

建事

共パ法置理にる工

同ー第で人係

道 公 報

ア

本営た 単

建工ん過実

企の設事で去績 点 体２

を 以業にい

ので の法対る年有 業上

応こ間す

第

２
履札の平道単建

入次定

行企工

にい成が体設

契

参ず

又共

加れ年う業事 約行
るも海名は同

すに北指

者該道競特企 期場

号

調

平達

成を
十す
三る
年特
六

同

事事件は出事札共

定

同参企

共共を、資共に

者率企加業

同同す２比

業て又は業す体

企企べ

構

体体満は、体るの

業

代定成

はのた３均の特

で割表建員

、構し者等

員いあの者設と

ア成て

は工し

の
はるる

共参

及、ここ分、事て

をる設共
び２ととの出

き 企セ

者企

業ン条る工設業同

現業で業

体トにこ事計

定。場務な体

と以規と

要

てのすに等いの

し上

任受と件

施場る専のこ
者

しの理で託。

工合監

は

実の術置又

たも技配

資

は限又き当

績に者で

格昭すとる 要あ

と こ 審 件和る。平こ る

建成 査

法業年 。 の年設３。 と

降 お第種以

に律の度

際

類 けに）

第 観い、 ） 客つに 号 る
的て鋼

、箱

建体

に当告争定業

審条

第札設に

間所必す示入
に工あ

要る
なこ

共て

契北資と号関事っ

規る同は

約海格。にす
業の

結石定指企イ

締道
の郡るを体要

日狩す名
橋止あを

翌新鋼停で件

か津上さっす

日篠
月役

二務

十の

六仕

日

入
等

様

火札

主ベ説

曜

６資同加

）ト書

塔ン明

の。。
以比企す

が体者

要及上率業る

の

あ構ので

件びで
員成い

す並る成構な

を

と

てにと中員こ

べびこ
。最は

しアで単

たの大、。

満

る企

てのあ体

、るはる該

る、こ業

い

該の家と託

当も国こ受
資

同す格と

共と資。者

体す若

業。有本

企るを

人

成任は

構主く

のるし

そ桁

し者面

と術事

員技

項定許の 事規の等 査に
受及 つるを作 にす可製

算建て架 て定けび い特
以元 し業年を 定設４設

定あ当と 評で上請 た者

、て

ら村部れてべ

該し

体た

成事い単満

平工て
のな

３格こ業て

年資い企し

有。ある

月をとにい
は。

まるてと

日すっこ
要

。の

とア

でこ

日

る
よ

）に

１
基基

と又

）
４

他

と、。は

こ

保すをアイ

、の

。

除保証政

入以証る免険

にをとす険券

下 札金こ

令

社提

消第 参納。る会を

の工お

てをに

加付た。

６

資にて

出事い
札証札

保

入開開札入
入

、建て 数り

及保
金 札札

をし つ が業工 か設施 値
４５

、 、
約 審海海札入

契北北入

項 を札札行

条 査道道執

っ市土場 を 行幌幌の札

を
者査アイウ

特
、
を
件

請

ア請請

、申申申申

は

３

らな類

かし書 請

条
般５ 入 一の の 付条 件こ
競の 札

費
ししだと出
たの 等 よ、しのし条 税
は次にと５ 」 う又、間

１ い すこの道き第 と と

にず被項 う るれいを。
険規 ） は代れ保の 。 者
当 そるに者定 相 、えか
債当すよ 額 の国該とに

日び

含 の、するり を 者

時所時保金
約
契証 日場

金
証

央契平
送同同

区約成郵にに

南課
）年にじじ

場

西月る

条８よ。。

央現及 す場 た中木所 示
南所日所

き区業び 場
と

企時

は所
、
査西総北北

審条画
務海海郵 結

工札札に

果丁部道道送

市土る

申事幌幌よ

を目

の のの

者約中木場

請契

でば出

時方 まれ提

ウけ

電

めな
定ら
にな期法先

海海話

るい平申け北北

書ば道道番

と。成請れ

こ

ら幌幌

ろ年類な札札号

に６の

よ月提な市土

出い中木－ り

方 札規 地 入の 、 争２ は
る 法 資よ 治 加に 自 参定

査付 令 審件 行 の条 施 格

一
競 和

般 昭

方場札事 む 見地る入知

証定 ） も債合保が 。 積
たの、保め の っそは

契他入険た

保約格 の
約知札契資 分

有 に
額が証をを ５

金事
確金締

全しる 当
消実の結す 相

で る
税認部、者 す
費と

目は

丁日合

及め又当

道午）

海着

北）必
月、

土時

幌１

札後

木

に課央現合
企
所

業
現分

３郵

知南所、

通区業は

す

議号

。西会番

る条階便

丁室
目

－
北

、日先。央現
－ ２の区業

の火指南所
企 ）示

掲らよ西総

にかに条画
務内
線 げ７り

る月作丁部

資６成目工

をた契

格日し事

ま書

す）請課

有金申約

争
る

あ 第
で 令

札 政
入 年

る
以
で 。

の 号

一、

九入 下

八札

は該、 額

加 」
参 令

に 政

去 上
地担一入過 以
びる

消をの保２ の
方保部札

供付保間

費提納証年 入

道
海

事
工

部
務

総
画

税札

提

どを

かで類

中
市

幌
札

い
し と

審な

のし

か出

う

第る
す ）

と 。
うう

よ



政範契要そ

第の
約 号 令囲こ

平

書 第。内の

成 で契 以

十 最約 作

条の 下

三

の成 低は

年 の 財の、

六 価地

北 海

８９

無入落

公説 ）札 方札交交 号 地
共明者 第

書の 付付

場方 の交 第決 体の 条 団

付 １定

道 公 報

証の数あれ種

イウ同
７

な事

保委政構回らが工

上じいの

令 険託成以か

約のにめと調

第 会契員

社
、を全わ証認達

銀締員た明めに 条

第

証

条契契はの険

又次ア

れず険券

な件約こい保

該締にれ会を

おに約を

出

共当保結代か社提

、

る該のし

同すすえにと

企る証る

号

をれ

国約とそ

に契こお

を
らい

団回あな

公数、が

含上かと

を以

要 第務

月

１規格方

二

項則を否他自

十

に」も治

六

規とっ法

日 いて

る。札和 すう入昭 定
）
合第有年 場

火 効法

な律 を
除条曜

き第
入第

札

関所法法 第 品に方 項 物
の はる 号 又す ５ 等
定項海海の 規 特事北北

務札札所 に 役道道場 定
調市土交 り の幌幌で よ

工央現す 達種中木付 同

しら関 の

続事区業る 手

、てたれす ５ 行結がっ

農、過締場るる 第 、し

項 項 林道去結合と事 １

、、。 の 中を２しでき

定

金権間かそ 規 央債年

と国、共 に

庫者につの
れ企 り

のす又こ同 よ

そ

事

知公地ら業 知

他るは

者国当間た
事共方を体

体の金は債すにと

業も

場を。

ので、、る道き

合る約方合被

場あ契地
額そ、険

にと金債は保
約と

っ。のの契者

あき

他 て

知保す

が金履 の 、事証る 分 は
そ

確の行

。わめめ

むにじ認

に の

明る

下っ証れ

以た、ら

。結たき

じ締しと

同て
はかあ

又、で

）し者。

１

公こそ

方、、

地つり

、日

る第 海の
限） 北項
に号

道規。

規よ
し第 務に
）条 財定

をの 定
者項 則り
た１

予
札定 和た
落規 昭め

者に

所。

すり 北価
とよ 年定

企 のの南

をを西総 例達条画 特調

務

る予目工 める丁部 定す

課 有約 令の契 政定事

が工公すが が

７
成

平無

団て該 め

指事共べ当 定

約 資

す行体誠契 た

定履
金証種にを 格

る保と実
を行行 有

融証類履履 を

な る

関をほしし す

機券
の出同者い 共

と提ぼた
くあと 企

間しじでこ 同

全保

工とすると 業

にた

又保 当 成と部証 相 構実
一契 る のめは険 す 員認
のを 以 者担部約 額 １る
付結 の 上を納締 上 以保
免、 約 、供をし 契 が提
す該 証 模る除当 保 規す

共れの

除とる履 金 をこ

該

とす当

体をが

団ら者
実を

及誠約

類て契

種べ
を行し

模履結

規に締

び

格

同もこ

ぼたい

ほしな

海 規制
。北 道の
る、 海

則限道

．．

第
令

政
年

．

日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

契とる で

事きるこな 体
を、そ

行約をお 、

履。
保そ

約名所約

員る契契

アイ

部。関手

一とにの

のこ

保 納 い。。行 を

にす続

のし保 し こだ証 付 てた
、 、

落で

入る捨税相者

アイ

業す札あ

札落額て事当

加金者る者る

札 金をた

と

等算額で金とか

決 額

るる

すあな

くでと

じの
る

の道掲

会海開に

議北号
入
時 決会る

の 議議げ
札

をの

日び執札

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等

事務い

税事お

免るに 在

当用

者担使

業を称地て
話る

いす北郵北電す

が

道番道番言

るる海便海

及

き織札号札号語

と組

はの幌幌

び 市 、名土

なを

定

共称木－中－通

るをっ申

に にし）あ額

金もか入たし

当 係たを

っ 消額っ免札者出

た る
て 費て税書はる
落と

は 税当落事に、こ

者載札。

、 等該札業記

額格です決た

入 の金価

書 扱にとある定だ

札 取

速、

に い１するこ後し

のを。や落

記円るかと

す決及
お 要議札

に

載未

の
、 事得こ
て るをび

い

さき告
に とと公

２ 件た

め
す て本定

定 れはに
規

のを入
資 る約る

る い契
を で締札

格

一
九
九

が
有
り
得
る
。

貨 央 同及現

区－ 企び業

業所所南

体在企

内 費総西

消地画条
線 税務

等部丁

免工目

札
申
者課

業約

事契

税事

の、わに者

さ満で問か

、費共

た端入ず消が

れ

企

額がに見税同

金数札
る加もの業

にあ参積等

た税の 該とすっ課体

当

合 額は者契事場 金きる
そ、金者で の、は約業

の消額であ

有 、結に

端費のあっ 分

。る
な 札るす

し 落す関

定に
の 決件

者 を条
い 者

札 場し 入 た反 た し違 し
は 務 仮札 財 は入 、 合た

契

るて の

す
出
提

を
書

出 数税

か、 ５
相の 額に免そ に分 金等
を係税の
事構 当切る

則 約、 規

すり課に業成

締効 第 を無

結と
。

、各る

しす 条



者審アイ

は査
か申 の のアを申申 条 こ

ウし の 札ら請請請 ５ 入

でけ の 、まな ２のの は

北 海

３

道当こ当る件

次るあ条

い成が該と該こ付

の平
行調を調と一 ず

物競

れ年う達証達。般

名品し品争

に北指物明

該道競にたに入

も海

道 公 報

２

ー達に

パ調納納契札
入

す

ナす加 入入約 ソを参

品者 期場期 コ物る

ルる
ン

第

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 教

達
札

おこ用 育

りのを年を に 庁

一入受６す 付 網

般札け月る 走

物
す

競にる 教る 争係。日品 育

号

平
成
十
三
年
六

期法 定 方定れ 規時方 地

とら よ 治るな に 自めば

れ 条 施こな平申け る 法

書ば 件 行ろい成請

令に。

一
よ年類な 付
、月提な 般 昭り６のら
出い 競 和２
の日先。 争

かの 入 年

し参

当告争関者関札
政

札、あ、加

す示入しで

に迅る要資

る第
こ

と仕の

と号関速こ求格

規るア。様審

。にすな

記

す名タに

定指フ書査

止ーの

物停サ載

るをー

間必

ピ等に

のさビ要

品

タ様な

ー仕要

ュの日所

と格

等平北北平範こ資

内が

成海海成囲

道道 ２

平り

式入年北北年で有

工商月成得

札９見見９

説月

る 台明１業業１
か８

×書日高高日年。

２及等等

入る等 事 局

札調項の 告

達名 示

以は称 第

下、及 １

び 号

数 入

北

と月
」４

札年量

い
。マ道

う日海

月
二道
十教 六
日育

庁
網
走 火
教

曜育

第び７示 で 令及ら指 札

月に あ

よ るに
げま作 で 。

掲日り の 号
札
資し 入 下

るで成 、 以

格た

加 」

有請 参 令

を申 に 政

かを よ い

る類 し と

す書

メを

貸て・等

賃れス件

資いテた

のなン満

借い
スい

をとンて

格こナし

制と

る体こ

すのる

有。

月

備明

。整証

とがを

こ

校び土学学ら

要）校校平
を

職求成日

業仕

月に

）書３度

科様年限
当

に
よ

。期
で約

。ま契

る日該

をケ育

）ラ教

だを
た間

教

すで走

施ュ網

実シ庁

た
れ長

さ局

。成育

る作
達
調澤

府
政高

局 日

告
示

す ）

う出 と 。

ど提 うう
第るのな

かし

９

１月

交のた

落北項当契要そ

定の 者書 道規り

札約 海
よ価の 務に単 の作 付財

８

いで

て者

れた

さし

の名パ予札交

こ告入

公
定及ソ明

契予称ー説

の

ルの

に時びナ書 定付 約

る
算す
予長
し延

よ期数

６７

の

保の

入開開札連

入入一
契 保金達 札札札証調

札

４５

る
す良

関
に正

は

執

約海海札入

契北北入
育の札 項網教行

条道道
市庁場 を走

類っ

書行

請を

申査
審

ウ

を 定の 方則り）

決成 規
定

法たっ否他

昭めも 方要

予て

和 法

価札

年定入

海 の格
北

道 場有
当入

則 で月な

規 所１効

付た札

第 交

調ン付 時場 る量コ交

後月ュ期関所

達１ピに
北北

おたタる

に当ーす

の２成項海海

いり平事
道道

て
、単式

走育

調価年網教

達）

予×頃北網

が台月市庁

除関
免に 証 日場日、約

。事
るる

時所時金すす
項 平と

）同同

成郵。にに

送
る 月

よ ８。。

に 年じじ

走及 す場 北網所 示

場 ７

所西育日所

条教び 場
７

画北会号係

丁企
３局時

総海議）

目
務道室

課網－

学走北

校市海

は

出き

提と

のた

管北道

果

便海結

郵北査
審

、

先
育申

号教を

番道
庁請

－網者

単る

。 るの限

号 すりに
））

下価。

以 。

を 規限者 務制た 財のし
内者 と囲札 」範落 則の

定２７走

最す うでと い

れ西育

さ校条教
目画

物通丁企

る普３局
学

名課

の務

等）総

品科

日

及係

量理

数管

、校

称

合
午成

平
）、 火は

前
年

理７網北

ま
日

６
月

８ 時

３庁教

西支道

係条走海

北走
）網

目階庁

丁２育
企

教に局

道送育

海郵教

走に

網場総

庁る画

育よ

教通
画。

海企る

北局す
育知

走務
網総
道

二市課

〇北学

〇

る 。 ３係
西理
条管

７校

価 第の。 ）低
格
条

に
で

の
札
入
の

そ
び

第１

教は課

走合務

こ
の

着
必

理

２便管

局郵校

育、学

目
丁

階番
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平
成
十
三
年
六

北 海

． ．
． 詳
細
は
、
入
札
説

道 公 報

本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語入入

約名所約

在 す続び及の

関手及札

事お本契行

るに日び執

第

者員る

イ

る捨税

落でのこ

た業札あ一と 分 額て事

加金者者る部。 の を

とかに 算額で

っ申税

し）あになを免

たをる相

号

金

札掲札落

開に入
号ア

定 入等

時決 る額

の札 げ

当 及係

おに 札に

に

月
二
十
六
日

火

曜

明
書
に
よ
る＝ 。

地て通は、

務い国約は

使調開

担、貨、公

を称

手る

す北郵電用達す

当

番番る続。

る海便話す
語停

織教号号言の

組道
の育

及止 名庁

び等

通が － 称網－

及走

貨有 － び教

者出業

金もか当たし事

て税るはる者

額っ免す
落とい

当落事金、こが

価者を札。る

該札業額

だき

額格で入決たと

金

る書後しは

にとあ札定

共

円るかに速、、

１す

載か札同

未のを記や落

の、わすに者企

満で問

費

、っ こ消

てた びる

い

、 告及

には 公税

２て の
方

す札 定地

定入 にび

規

記 入費

資に る消

る書 め
有さ に

を載 札税

格
しれ 関以

日 所育り
得 在局北

る

線 総網内 画道。

地企海
務走
課市
学北

目
丁
係３
理西
管条
校７

費共体

端入ずる消が業

に見と税同消

数札、こ

業税

あ参積。等企費

が
とすっ課体等

る加もの

１事場税

きるた税の免
で業

、は月業合事

は者
の消たであ者

そ、当者

のるて出

端費りあっ申

す下

金等契か、書

数税

い金 る
なた

に税

のに 件費

者額 条消

入金 反」 た該 違等 し当

入う 、の たい 札額 しと

財札。
５ 則、のの 規は）分 務

者審アイ

無取

は査

請 ５か申 のアを申申 条

３

ウし のら請請

道当こ当る件こ

るあ条
一
の 成が該と該こ付

平
行調を調と入

物競
札 年う達証達。般

２

北指物明

にい

調契納納札の
入次

す加れ 約入入 を参ず

達

提

額に約免そを

るすに

る額事構出

を係金税の

協１

り課の業成す

切

調パ

のおの平入

次な定

達ー

札 と、適成

おこ用

すナ 付

りのを年をソ に

般札け月るル

一入受６

効扱に 第

相 とい
。
各るす

す 条当
振
胆
庁
育
教
道
海
北

時方 でけ のまな ２のの

な にめば期法 定定れ 規
こな平申け るとら よる

書ば 件
ろい成請れ 条
に。
り６のら 一
よ年類な 付

出い 競
、月提な 般
２

に入
、 海名品し品争
は

争関者関札
地 道競にた

加
自 示入しでし参

方 告

迅る要資
治 第札、あ、

に法

と仕の施 号関速こ求格

規るア。様審行 にすな

定指フ書査令
和 るをー記昭 す名タに

物停サ載

当

品者該 期期場 物るも
要る

の間日所必す

等に

る平北北資と

様なこ

仕

囲こ成海海格。

等平範

道道

成
内と
９蘭小

入年でが年室苫

月平り月商牧

札９、有

コ

す

明１成得１業総

説

物 る 競にる
る等ピ 事

争係。日品ン

達名ー

札調項のュ

入

び

下、及

以は称タ
数２ 入
」４
札年量式

と月１

北月台 い
告
局
育
教

道

示 教第

育

号
３

庁
胆
振
教

かの 入
の日先。 争

に あ
び７示 で
及ら指 札

月
よ るに
げま作 で
掲日り の

二 るで成 、

〇 資し 入

一

加
有請 参

を申 に
格た 札

品止ーの

す書

賃れス件政 のさビ要年

借いメを第 貸て・等令

のなン満

格こナし。

資いテた号

有。スい下

をとンて以

すのる
を」

こ制と令

る体こ政

る日高合

とが

書日
及か年。等経

月）校高

びら８土学済
等

要平
求成
日学 仕

に月度

書３限

様年を校

に よ
。約
で契

。ま該

る日当

。マ道た２

う日海当×

をケ育の

）ラ教り校

施ュ胆価業

実シ庁単職

育

る作教）

すで振）科

府
政木

た
れ長

さ局

。成

育
局
告
示

と
ど提 う

かを よ
る類 し 証と

るのな

かし す
う出 た。

さしう

備明い

。整

間
た期

いで第

て者）

れ

村

のす
算長

予延
しを
だ

る
す昭

関
に俊

達
調
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１月

海 交交のた

落北項当契

財定の 者書 道規り

札約

規よ価

務に単 の作 付付

を 定の 場方則り）

決成

定

北 海

８
成説

告こ平札

公アイ入
明

の名パ予平の

予称ー成契
約年書 定 定及ソ

含海交

時びナ年を北の

期数ル
量コ月む道付 時

道 公 報

６７
のの

開開札連こ

入入一
金達約 札札証調契

札保
証 場日、約よ

は契に 保
免にる

第

４５

約海海札入入

契北北入
札札 項室教行

条道道執
胆所 示市庁場 を蘭育の

町振及 す場日 幸

号

審

ウ
平申査

成請を
十書行
三類っ
年のた
六提と

法法たっ否

昭めも 方要

予て

和 所

価札

年定入

海 海海の格
北 北北

道 道道場有

育で月な

規 室教所１効
た札

第 市庁交当入

則 蘭
幸胆付
教るの限

号 町振すりに

ン頃一教に

。 ９

ュの庁す

１ピ期連育関

タ達振事

当ー調胆る

月

局

の２約育

り契教項

た

ち示

価う告

単式の

）

調

２初号

×最１

台の第

る後

所時金すす達

除関
項お

。事に

る

と
送）同同て

郵。ににい

るが

よ。。達

にじじ調

９教び 場

はさ 合定 場予

局時

所番育日所時
平

号企
画北胆

成 振 総海
支 務道

月

別 蘭海７

庁 課室北年

館 市道
４ 幸教

） ９庁 階 町育日

月出き

二先は

十、

六審

日

を

番道果

便海結

郵北査
育申

号教

火庁請

－胆者

曜振に
教通

局価。

以 番育。単る

下

号企））
限者 務 総制た 財 画のし

札 」範落 則 課のを 規 務

最す うでと い内者 と囲

契

校の

の。 ）低る 。

札
入

）る

科係

通に

普約

品 成

物 平

る 、れ

告
公
の

等
、

月称

７名

年の

木

そ にび で及 ま量 日数

番胆
振） 郵

よ 室局前 に育午 送 号教

蘭企

現務 合
木総 場 土画時 る

議便
会郵
所） 、
業課 は

室番

日

画。

海企る

北局す
育知

９
町
幸
市課
蘭務

室総
道

番

価 第

号

格
条
第１

． ． ．
． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

札 の

入 着

の 必

び及の入

この

名所約

者員る契契

アイ

手

あ一とにの

でのこ約

号

かにす続

る部。関

北
海
道－

号アイ

に入る捨税

落

た業札 分 掲札落額て事

額加金者者 の 札 げ金を
決 る

と 入等算額で の時
の

札
開

要そ

日び執札

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等

い

申税事お

を免るに 在

、

出業を称地て

し事務

郵電用

こが当使

る者担

るる海便話す

といす北

号言

たと組道番番る

。
しはの育語

だき織教号

及 、、名庁

び

定

－ 落共称胆－

相っ

に 札にし）あにな

もか当た

当 及係たをる

消額っ免す者

た びる金
て の費て税るは

っ こ

額落

は 公税当落事金、

価者を札

、 告及該札業

地額格で入決

入 にび金
書 め方にとあ札定

札 定

に速

に る消１する書後

のを記や

記 入費円るか

、 他
て

い
お

に

載 札税未 を
格

資
る

す
定

規
に

２

が
有
り
得
る

通

。

札同及振

貨 － 者企び教

が業所育

共体在局北
内 企費画道

同消地企海

体等務蘭線 業税総室

の免課市

場税幸

あ者番

で業９

合事町

さ に満で問載か
っ申

る消

れ 関以の、わすに

札、こ費

た す下端入ず

金 る数

。等

額 条消がに見と税

る加もの

に 件費あ参積

該 違等とすっ課

当 に税

者１事 金 反」きるた税

たい、は月業 額 しとは

入うそ、当者 の

札。の消たで

な
し

有
は）端費りあ 分

た
し

の
者

い
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